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窒化物半導体 InxGa1-xN はその混晶比 x によって可視光全域で発光色を変化させられるという、

デバイス応用に有用な特性を持つ。本研究では高効率発光を示す InGaN/GaN 規則配列ナノコラム

[1-2]の光学特性を測定し、局在キャリアダイナミクスを解明することを目的としている。 

ナノコラムには発光スペクトルがダブルピークになるもの（コラム中心部のドット的な発光と

コラム周辺部の井戸的な発光）が多いが、本研究では井戸特有の性質を解明したいため、シング

ルピークのものを選んだ。緑色のシングルピークで発光するナノコラム試料について、顕微分光

法を用いて PL、PLE、時間分解 PL測定を行った。Fig.1 は Ti:Sレーザーの SHG（400nm）で励起

した PL励起強度依存性であり、高キャリア密度でスペクトルの高エネルギー側の裾がブルーシフ

トし始めている。これは局在キャリアが mobility edgeを超えたためであると報告した [3]。今回、

Fig.2（inset）に示すように、キセノンランプの波長切り出し（400nm~550nm）による PLE 測定か

ら mobility edgeを見積もったところ、上記の考察を支持する結果となった。また、Fig.2 に示すよ

うに PLEスペクトルの低エネルギー側には発光スペクトルの低エネルギーの裾と同様に指数関数

exp(E/E0)の振る舞いが見られた。これについては、局在状態の状態密度とフォノンの相互作用で

説明できる。時間分解の解析、薄膜試料との比較など、詳細な結果と考察は当日発表する。 
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Fig.2 Temperature dependence of PLE spectrum 
and estimation of mobility edge energy 
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Fig.1 Excitation carrier density dependence of PL 
spectral shapes 
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